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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期 291,116 5.5 17,333 2.3 17,180 2.0 11,772 6.5 

28年３月期 275,879 6.6 16,951 2.7 16,843 2.4 11,049 9.0 
 
（注）包括利益 29年３月期 12,231 百万円 （9.6％）   28年３月期 11,162 百万円 （7.6％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

29年３月期 377.12 － 7.8 1.9 6.0 

28年３月期 353.96 － 7.9 2.0 6.1 
 
（参考）持分法投資損益 29年３月期 － 百万円   28年３月期 － 百万円 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期 918,864 155,998 16.9 4,975.38 

28年３月期 878,526 145,562 16.5 4,644.38 
 
（参考）自己資本 29年３月期 155,314 百万円   28年３月期 144,982 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

29年３月期 △12,940 △1,257 13,696 3,061 

28年３月期 △31,231 △1,338 35,516 3,563 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
28年３月期 － 27.50 － 27.50 55.00 1,716 15.5 1.2 
29年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 1,873 15.9 1.3 
30年３月期（予想） － 35.00 － 35.00 70.00   19.3   

 
 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 297,300 2.1 16,800 △3.1 16,500 △4.0 11,300 △4.0 361.99 

 
 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外 －社  （社名）－ 

 
 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期 31,243,223 株 28年３月期 31,243,223 株 

②  期末自己株式数 29年３月期 26,592 株 28年３月期 26,525 株 

③  期中平均株式数 29年３月期 31,216,660 株 28年３月期 31,216,821 株 

 
 
 
（参考）個別業績の概要 

１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期 282,830 5.4 16,760 2.1 16,638 1.8 11,509 6.3 

28年３月期 268,315 6.5 16,420 3.3 16,340 3.0 10,823 9.5 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期 368.69 － 

28年３月期 346.71 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期 915,487 154,016 16.8 4,933.80 

28年３月期 875,509 144,029 16.5 4,613.86 
 
（参考）自己資本 29年３月期 154,016 百万円   28年３月期 144,029 百万円 

 
※  決算短信は監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（１）経営成績に関する分析 c)次期の連結

業績予想」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

(1）経営成績に関する分析

 

a)当連結会計年度の概況

 
前連結会計年度

 （自 平成27年4月 1日
  至 平成28年3月31日）

当連結会計年度
 （自 平成28年4月 1日
  至 平成29年3月31日）

増 減

金額 伸率(％)

売上高（百万円） 275,879 291,116 15,237 5.5

営業利益（百万円） 16,951 17,333 381 2.3

経常利益（百万円） 16,843 17,180 336 2.0

親会社株主に帰属する当期純

利益（百万円）
11,049 11,772 722 6.5

１株当たり当期純利益 353.96円 377.12円 23.16円 6.5

（取扱高）        

リース・割賦事業（百万円） 333,790 336,290 2,500 0.7

金融サービス事業（百万円） 26,407 32,747 6,339 24.0

取扱高合計（百万円） 360,197 369,037 8,839 2.5

 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府・日銀による経済対策を下支えに雇用環境に改善が見られ、緩やか

な回復基調を維持しました。しかしながら、海外経済の不確実性や地政学的リスクの高まりから金融市場は不安定

な動きとなっており、国内個人消費に力強さが欠けるなど、景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

リース業界においては、平成28年度のリース取扱高は、前年同期比1.3％減少の５兆250億円となりました（公益

社団法人リース事業協会統計）。マイナス金利政策が継続する中、優良なファイナンス先を求める他金融機関のリ

ース市場への参入もあり、競争環境は一層厳しいものとなりました。 

このような状況の中、当社グループにおいては、中期経営計画（中計）の最終年度として、引き続きベンダー営

業を軸に収益性を重視した優良資産の増大と新しい成長領域の構築を図りました。総取扱高は前年同期比2.5％増

加の3,690億円となりました。営業資産残高は前期末に比べ313億円増加し、7,839億円となりました。 

その結果、売上高は前年同期比5.5％増加の2,911億円と、７期連続の増収となりました。貸倒れは低水準に推移

したものの営業資産残高が増加したことによって貸倒費用は増加しましたが、リース・割賦売上高や手数料収入が

順調に伸長したことと、低利な資金調達を実現したことで、営業利益は前年同期比2.3％増加の173億円となりまし

た。親会社株主に帰属する当期純利益は、前年同期比6.5％増加の117億円となり、２期連続で過去最高値を更新

し、３年前に掲げた中計目標を達成しました。 

 

b)セグメント別の概況

①セグメント別損益

  売上高（百万円） 営業費用（百万円） セグメント利益（百万円）

  前期 当期 増減 前期 当期 増減 前期 当期 増減

リース・割賦 267,300 281,894 14,594 253,053 267,255 14,202 14,247 14,639 391

金融サービス 6,536 6,881 345 3,219 3,561 341 3,316 3,320 3

報告セグメント計 273,836 288,775 14,939 256,273 270,816 14,543 17,563 17,959 395

その他 2,042 2,340 297 1,816 2,107 291 226 232 6

合 計 275,879 291,116 15,237 258,089 272,923 14,834 17,789 18,192 402
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②セグメント別営業取扱高・営業資産残高

  営業取扱高（百万円） 営業資産残高（百万円）

  前期 当期 増減 前期末 当期末 増減

ファイナンス・リース 266,347 259,986 △6,361 526,990 538,028 11,038

オペレーティング・リース 12,700 12,528 △172 18,759 20,894 2,134

リース事業計 279,047 272,514 △6,533 545,749 558,923 13,173

割賦事業 54,742 63,776 9,033 83,706 95,814 12,108

リース・割賦事業計 333,790 336,290 2,500 629,456 654,737 25,281

金融サービス事業 26,407 32,747 6,339 110,606 121,666 11,059

報告セグメント計 360,197 369,037 8,839 740,062 776,404 36,341

その他 － － － 12,521 7,550 △4,970

合 計 360,197 369,037 8,839 752,583 783,955 31,371

 
【リース・割賦】

リース・割賦事業は、収益性重視の方針の中、業界内での競争激化などの影響で医療機器など前年割れとなった

分野がある一方、環境関連機器など新しく開拓した分野が伸長しました。３年前の消費税の増税やパソコンの入替

え需要の反動で低迷していた事務・情報機器分野が下げ止まったことで、取扱高は3,362億円と前年同期比0.7％増

加しました。その結果、営業資産残高は前期末に比べ252億円増加し、6,547億円となりました。 

リース・割賦事業の売上高は前年同期比5.5％増加し2,818億円となり、セグメント利益は前年同期比2.7％増加

し146億円となりました。 

 

【金融サービス】

金融サービス事業は、住宅関連や法人向け融資が伸長し、取扱高が前年同期比24.0％増加の327億円となりまし

た。営業資産残高は、前期末に比べ110億円増加し1,216億円となりました。また受取手数料についても、集金代行

サービスや介護報酬ファクタリングサービスの取扱いが伸長しました。売上高は前年同期比5.3％増加し68億円と

なり、セグメント利益は前年同期比0.1％増加し33億円となりました。 

 

【その他】

その他の事業は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等の受託技術サー

ビス及びリコーグループ内での融資、ファクタリング、国内キャッシュ・マネジメント・システムの運営等が含ま

れています。売上高は前年同期比14.6％増加の23億円、セグメント利益は前年並みの２億円となりました。 

また、その他の事業の営業資産残高は、前期末に比べ49億円減少し75億円となりました。 
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c)次期の連結業績予想 

 
当連結会計年度

 （自 平成28年4月 1日
  至 平成29年3月31日）

平成30年3月期予想
 （自 平成29年4月 1日
   至 平成30年3月31日）

増 減

金額 伸率(％)

売上高（百万円） 291,116 297,300 6,183 2.1 

営業利益（百万円） 17,333 16,800 △533 △3.1 

経常利益（百万円） 17,180 16,500 △680 △4.0 

親会社株主に帰属する当期

純利益（百万円） 11,772 11,300 △472 △4.0 

１株当たり当期純利益 377.12円 361.99円 △15.13円  

 
平成30年３月期の経営環境は、為替や原油価格などの変動要因はあるものの、企業倒産は低位で推移するものと

予想されます。一方、世界的な景気減速懸念が国内設備投資需要減退へと波及する可能性もあります。 

このような環境の中、当社グループは、新たな中期経営計画（平成29年４月～平成32年３月）を策定し、事業基

盤の強化と新しい成長領域の創出により事業を成長させるとともに、生産性を高めるための働き方改革・人材育

成・IT基盤の革新により組織能力を高めることで、次の成長に向けた基盤作りを強力に推し進めてまいります。 

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、売上高2,973億円（当期比2.1％増）、営業利益168億円（当期

比3.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益113億円（当期比4.0％減）となる見通しです。 

 

 上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約

束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があることをご承知おきください。 
 
 

(2）財政状態に関する分析

a)資産の状況

 
前連結会計年度

  （自 平成27年4月 1日
   至 平成28年3月31日）

当連結会計年度
  （自 平成28年4月 1日
   至 平成29年3月31日）

増 減

金額 伸率(％)

 総資産（百万円） 878,526 918,864 40,338 4.6

 *営業資産（百万円） 752,583 783,955 31,371 4.2

 営業資産以外（百万円） 125,942 134,909 8,967 7.1

 純資産（百万円） 145,562 155,998 10,435 7.2

 自己資本比率（％） 16.5 16.9 0.4ポイント 

*営業資産には報告セグメントの営業資産に加え、その他事業の営業資産を含めて記載しています。
 
【総資産】

当連結会計年度末の総資産は、営業資産が313億円増加したことなどで、前期末に比べ403億円増加し9,188億円

となりました。 

 

【純資産】 

純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益による117億円の増加と、剰余金の配当17億円による減少等で、前

期末に比べ104億円増加し、1,559億円となりました。自己資本比率は前期末の16.5％から0.4ポイント上昇し

16.9％となりました。 
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b)キャッシュ・フローの状況 

 
前連結会計年度

（自 平成27年4月 1日
 至 平成28年3月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年4月 1日
 至 平成29年3月31日）

増 減

 営業活動によるキャッシュ・フロー △31,231 △12,940 18,291

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,338 △1,257 81

 財務活動によるキャッシュ・フロー 35,516 13,696 △21,820

 現金及び現金同等物期末残高 3,563 3,061 △501

 

 当期末における現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ５億円減少し、30億円となりました。

 当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。

 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が171億円となった一方で、リース債権及びリ

ース投資資産の増加による支出が110億円、割賦債権の増加による支出が121億円、営業貸付金の増加による支出が

60億円となったことなどで当期は129億円の支出となり、前期に比べて182億円の支出の減少となりました。

 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、前期に比べて81百万円支出が減少し、当期は12億円の支出となりまし

た。この支出は社用資産の取得と投資有価証券の取得によるものであります。

 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】

 財務活動によるキャッシュ・フローは、収入については借入金の純増で56億円、社債発行で398億円となった一

方で、支出についてはコマーシャル・ペーパーの発行額の減少で100億円、社債の償還で200億円、配当金の支払額

で17億円などとなりました。これにより当期は136億円の資金収入となり、前期に比べて218億円の減少となりまし

た。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

 
平成25年
３月期

平成26年
３月期

平成27年
３月期

平成28年
３月期

平成29年
３月期

自己資本比率（％） 17.0 16.1 16.4 16.5 16.9

時価ベースの自己資本比率

（％）
11.4 9.8 13.4 11.9 12.1

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
9.2 9.2 11.8 12.6 15.7

（注）各指標の算出方法は次のとおりであり、いずれも連結ベースの財務数値により算出しています。

・自己資本比率：自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しています。

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：（営業利益＋資金原価＋営業外受取利息＋営業外受取配当金）／

（資金原価＋営業外支払利息）
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、中長期的に安定した株主還元を基本方針とし、確実な成長と適正な資本の充実及び財務体質の

強化を図りながら、着実に株主配当を伸長してまいります。 

当期の配当については、前期から５円増配の60円（内期末配当金として30円）を予定しています。この結果、配

当性向は15.9％となります。また次期の配当については、１株当たり70円（内中間配当金として35円、期末配当金

として35円）の見通しです。 

また、中期的（3年～5年）目標として配当性向を25％とし、株主還元を一層進めてまいります。 

 

(4）事業等のリスク

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項については、以下のとおりです。 

当社グループでは、想定される経営上のリスクに関して、リスク要因の分析・把握、それに基づく未然防止策の

実施、発生時対応策・事業継続計画の策定など変化の激しい経営環境に応じた機動的な対応を行っています。

尚、本項における将来情報に関する事項は、平成29年４月28日現在において当社グループが判断したものであ

り、以下の記載は当社株式への投資に関連する全てのリスクを網羅するものではありませんので、ご留意下さい。 

 

a)貸倒れリスク（信用リスク）

当社グループの主力事業であるリース・割賦事業では、平均契約期間が約５年と信用供与（与信）が比較的長期

間にわたることから、契約期間中にお客様の倒産などが発生し、リース料等の回収が困難となる場合があります。 

また、経済環境の急激な変化や火災・水災等の天災によって、お客様の経営状況の悪化やリース物件等の破損・

喪失で貸倒損失が当社の予想の範囲を超えて増加し、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

また、当社の主要な顧客である中小企業は景気動向の影響をより強く受ける可能性があります。 

当社グループでは、40万社の中堅・中小企業のお客様に対する取引履歴を、設立以来40年にわたって蓄積し、独

自の審査システムを構築することで、信用リスクを定量的に把握・管理しています。また、取引の約６割は100万

円未満と少額で、１契約当たりの平均単価を約220万円と業界平均値より低く抑えることにより、信用リスクの小

口分散化を図っています。一方、リース料等の不払いが生じた場合には、販売会社・販売店と協力しリース物件等

の売却や他の取引先への二次リース等の手段を講じて貸倒損失の低減を図っています。 

 

b)金利変動リスク及び流動性リスク

当社グループでは、リース物件や割賦物件の購入や融資などのために、金融市場や金融機関から資金調達を行っ

ており、リース会社はその事業構造上、総資産に対する有利子負債の割合が高くなっています。リース料金等は契

約時の金利水準とお客様の信用水準に基づいて定額料金で契約を実行しますが、一方で、有利子負債には変動金利

による資金調達が含まれているため市場金利の変動が当社グループの業績に影響を与える可能性があります（金利

変動リスク）。このため、金利見通しを踏まえた有利子負債における固定金利・変動金利の調達比率は、重要な管

理項目の一つであります。 

また、市場金利の変動以外でも格付会社から当社の格付が引き下げられた場合、もしくは金融市場の混乱や市場

環境が悪化した場合には、必要な資金の確保が困難となるリスク（流動性リスク）があります。また資金調達金利

が著しく上昇することにより、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

 

 

格付会社名 長期格付 短期格付 

 株式会社日本格付研究所 ＡＡ－ Ｊ－１＋ 

 株式会社格付投資情報センター Ａ ａ－１ 

 スタンダード＆プアーズ Ａ－ Ａ－１ 

 ※上記は平成29年３月31日現在の格付です。 

 

当社グループでは、金利変動リスク・流動性リスクを適正に管理するため、「ＡＬＭ委員会」を設置し、定期的

に金融市場の動向や資産・負債の状況について分析・検討を実施しています。「ＡＬＭ委員会」で検討された財務

戦略は機動的に執行され、最適な調達・運用を目指しています。また、企業体質の更なる強化を図り、格付の維

持・向上に取り組んでいます。 

※ＡＬＭ（Asset Liability Management）：資産負債の総合管理。資産と負債の最適な組み合わせを同時に決定し                    

総合的に管理する手法のこと。 
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c)設備投資需要の変動による影響について

リース取引は、企業が設備投資を行う際の調達手段のひとつとして広く利用されています。経済環境の急激な変

化やお客様の経営状況の悪化、または消費税の増税などで設備投資需要が大幅に減少した場合、リースマーケット

の縮小に伴い当社のリース取扱高が減少し、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

 

d)リコーグループとの取引 

当社グループは、販売会社・販売店の営業活動を支援し、一体となった営業活動を行う「販売支援リース」を主

軸にしています。リコーグループの販売会社・販売店（以下、リコーグループ）との取引拡大と共に、「販売支援

リース」のノウハウを積上げて来ました。そのノウハウをリコーグループ以外の分野にも応用し、営業取引を拡大

しています。 

リコーグループの国内販売や市場シェアの急激な変動によっては、当社グループの業績に影響を与える可能性が

あります。そのため、リコーグループ以外の分野のリース・割賦取引拡大や金融サービス事業の伸長により、本リ

スクの低減を図っています。リコーグループとの取扱高の比率は総取扱高の約４割まで低下しています。 

 

e)小口リース取引

当社グループが行う「販売支援リース」を主軸とする営業活動は、販売会社・販売店（サプライヤー）との協業

をベースにしています。当社は取引先のサプライヤーに対して審査をした上で取引をしていますが、リース業界内

では一部のサプライヤーによる悪質なリース契約が発生しています。リース業界では既に対応策として、ユーザー

の保護と小口リース取引の健全な発展を目的とした「サプライヤー情報交換制度」の運用を行なっており、悪質な

サプライヤー排除に努めた結果、苦情件数は年々減少していますが、小口リース取引には、上記の課題が内在して

います。 

 

f)制度変更リスク

当社グループでは、現在の法律、税務及び会計制度等を基準として事業を展開しています。これらの制度が大幅

に変更された場合、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

会計制度面では、わが国のＩＦＲＳ（国際会計基準）導入に伴いリース会計基準が変更される可能性がありま

す。その動向は未だ流動的な面がありますが、ＩＦＲＳが適用されるとオペレーティング・リースのオンバランス

化などリース事業への影響があるものと予想されます。また、ＩＦＲＳに対応するためのシステム投資費用などの

発生が見込まれます。 

 

g)社会インフラ毀損リスク 

当社グループではメーカー、販売会社、物流会社とのサプライチェーンによって、お客様にリース物件等を提供

しています。また、リース終了後の物件返却や売却・処分では、物流会社や中古物件販売会社、廃棄業者との取引

があります。これらのパートナー企業の稼動を妨げるような停電や交通網遮断等の社会インフラ毀損が起こった場

合、リース物件の納品遅れ等のリスクを含めて当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

 

h)その他のリスクについて

その他に、市場環境の変化や技術革新等により、リース物件の当初見積残存価額よりも実際の処分価額が下回る

「残価リスク」、当社内の情報システムのダウンや誤作動などの「システムリスク」、保有する有価証券の価値が

下落した場合の「価格変動リスク」、従業員による不適切な事務処理に係る「事務リスク」、法令・社内規程・業

界自主ルールなどに違反する「コンプライアンスリスク」、「お客様情報の漏洩リスク」などがあります。 

また、デリバティブについては、資金調達における金利変動リスクをヘッジする目的で利用していますが、投機

目的のデリバティブ取引は行っていません。 
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２．企業集団の状況

 最近の有価証券報告書（平成28年６月17日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」か

ら重要な変更がないため開示を省略しています。

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連結財務諸表を作成

しております。

 ＩＦＲＳの適用につきましては、国内の適用状況を考慮し適切に対応していく予定です。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,563 3,061 

受取手形及び売掛金 11 14 

割賦債権 ※２ 91,379 ※２ 105,028 

未収賃貸債権 38,022 38,020 

リース債権及びリース投資資産 ※２ 526,990 ※２ 538,028 

営業貸付金 123,127 129,217 

その他の営業貸付債権 45,474 47,414 

その他の営業資産 ※４ 5,043 ※４ 5,067 

賃貸料等未収入金 6,322 6,210 

繰延税金資産 1,583 1,138 

その他 19,000 24,106 

貸倒引当金 △8,228 △7,731 

流動資産合計 852,290 889,576 

固定資産    

有形固定資産    

賃貸資産    

賃貸資産 ※１ 18,696 ※１ 20,050 

賃貸資産合計 18,696 20,050 

社用資産    

社用資産 ※１ 408 ※１ 462 

社用資産合計 408 462 

有形固定資産合計 19,105 20,513 

無形固定資産    

賃貸資産 ※１ 63 ※１ 843 

その他の無形固定資産 1,596 1,502 

無形固定資産合計 1,659 2,346 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,100 3,875 

破産更生債権等 1,330 1,205 

繰延税金資産 502 482 

その他 1,113 1,536 

貸倒引当金 △575 △671 

投資その他の資産合計 5,470 6,428 

固定資産合計 26,235 29,288 

資産合計 878,526 918,864 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 21,958 26,869 

短期借入金 123,218 112,115 

1年内償還予定の社債 20,000 30,000 

1年内返済予定の長期借入金 96,888 97,942 

コマーシャル・ペーパー 10,000 － 

支払引受債務 28,651 30,566 

リース債務 117 61 

未払法人税等 2,616 2,677 

賞与引当金 741 780 

役員賞与引当金 29 35 

賃貸料等前受金 3,570 3,601 

割賦未実現利益 7,673 9,213 

その他 11,511 15,403 

流動負債合計 326,976 329,269 

固定負債    

社債 80,000 90,000 

長期借入金 320,939 336,636 

リース債務 246 185 

退職給付に係る負債 1,059 1,023 

受取保証金 3,474 5,363 

繰延税金負債 42 205 

その他 223 182 

固定負債合計 405,987 433,597 

負債合計 732,964 762,866 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,896 7,896 

資本剰余金 10,160 10,160 

利益剰余金 126,800 136,778 

自己株式 △47 △48 

株主資本合計 144,810 154,787 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 589 867 

退職給付に係る調整累計額 △418 △340 

その他の包括利益累計額合計 171 526 

非支配株主持分 580 683 

純資産合計 145,562 155,998 

負債純資産合計 878,526 918,864 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 275,879 291,116 

売上原価 245,507 259,957 

売上総利益 30,371 31,158 

販売費及び一般管理費    

支払手数料 2,752 2,742 

従業員給料及び手当 3,990 3,961 

賞与引当金繰入額 741 780 

貸倒引当金繰入額 797 1,105 

その他 5,137 5,235 

販売費及び一般管理費合計 13,420 13,825 

営業利益 16,951 17,333 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 25 33 

投資有価証券売却益 － 30 

その他 24 18 

営業外収益合計 50 83 

営業外費用    

支払利息 12 10 

社債発行費 83 157 

投資事業組合運用損 32 31 

その他 30 38 

営業外費用合計 158 237 

経常利益 16,843 17,180 

税金等調整前当期純利益 16,843 17,180 

法人税、住民税及び事業税 4,452 4,836 

法人税等調整額 1,259 469 

法人税等合計 5,712 5,305 

当期純利益 11,131 11,874 

非支配株主に帰属する当期純利益 82 101 

親会社株主に帰属する当期純利益 11,049 11,772 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当期純利益 11,131 11,874 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 ※１ 56 ※１ 279 

退職給付に係る調整額 ※１ △26 ※１ 77 

その他の包括利益合計 ※１ 30 ※１ 356 

包括利益 11,162 12,231 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 11,080 12,127 

非支配株主に係る包括利益 82 103 

 

- 12 -

リコーリース㈱　（8566）　平成29年3月期　決算短信



（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 7,896 10,160 117,468 △47 135,478 

当期変動額           

剰余金の配当     △1,716   △1,716 

親会社株主に帰属する当期
純利益     11,049   11,049 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 9,332 △0 9,332 

当期末残高 7,896 10,160 126,800 △47 144,810 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 

  
その他有価証券評価
差額金 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 533 △392 141 497 136,117 

当期変動額           

剰余金の配当         △1,716 

親会社株主に帰属する当期
純利益         11,049 

自己株式の取得         △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

56 △26 30 82 113 

当期変動額合計 56 △26 30 82 9,445 

当期末残高 589 △418 171 580 145,562 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 7,896 10,160 126,800 △47 144,810 

当期変動額           

剰余金の配当     △1,794   △1,794 

親会社株主に帰属する当期
純利益     11,772   11,772 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 9,977 △0 9,977 

当期末残高 7,896 10,160 136,778 △48 154,787 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 

  
その他有価証券評価
差額金 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 589 △418 171 580 145,562 

当期変動額           

剰余金の配当         △1,794 

親会社株主に帰属する当期
純利益         11,772 

自己株式の取得         △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

277 77 354 103 458 

当期変動額合計 277 77 354 103 10,435 

当期末残高 867 △340 526 683 155,998 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 16,843 17,180 

賃貸資産減価償却費 7,271 8,017 

社用資産減価償却費及び除却損 753 732 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △658 △401 

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 38 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 6 6 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 32 75 

受取利息及び受取配当金 △37 △33 

資金原価及び支払利息 1,477 1,178 

社債発行費 83 157 

投資事業組合運用損益（△は益） 32 31 

割賦債権の増減額（△は増加） △11,168 △12,108 

未収賃貸債権の増減額（△は増加） 55 1 

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増

加） 
△18,915 △11,038 

営業貸付金の増減額（△は増加） △8,838 △6,089 

その他の営業貸付債権の増減額（△は増加） △2,026 △1,940 

賃貸料等未収入金の増減額（△は増加） 362 111 

賃貸資産の取得による支出 △10,247 △10,154 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,517 4,911 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 227 125 

その他 2,609 2,361 

小計 △24,638 △6,836 

利息及び配当金の受取額 16 33 

利息の支払額 △1,514 △1,211 

法人税等の支払額 △5,095 △4,926 

営業活動によるキャッシュ・フロー △31,231 △12,940 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △790 △454 

社用資産の取得による支出 △498 △731 

その他 △49 △71 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,338 △1,257 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,247 △11,102 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △8,000 △10,000 

長期借入れによる収入 91,918 113,640 

長期借入金の返済による支出 △44,353 △96,888 

社債の発行による収入 19,916 39,842 

社債の償還による支出 △20,000 △20,000 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △1,716 △1,794 

財務活動によるキャッシュ・フロー 35,516 13,696 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,946 △501 

現金及び現金同等物の期首残高 617 3,563 

現金及び現金同等物の期末残高 3,563 3,061 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数  3社

主要な連結子会社の名称

テクノレント㈱

リクレス債権回収㈱

東京ビジネスレント㈱

 

(2)非連結子会社はありません。

 

２．持分法の適用に関する事項

持分法の適用となる関連会社はありません。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

 

４．会計方針に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

ａ．その他の有価証券

・時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）によっております。

・時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

なお、投資事業有限責任組合に類する組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなさ

れるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分

相当額を純額で取り込む方法によっております。

②デリバティブ取引

時価法によっております。

 

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産

ａ．賃貸資産

・リース資産

リース期間を償却年数とし、リース期間満了時の処分見積価額を残存価額とする定額法によっております。

・レンタル資産

経済的、機能的な実情を勘案した合理的な償却年数に基づく定額法によっております。なお、主なレンタル

資産である事務用機器の償却年数は２～５年であります。

ｂ．社用資産

定率法を採用しております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 10年～15年

車両運搬具 ５年～６年

器具備品 ３年～６年
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②無形固定資産 

ａ．賃貸資産

リース期間を償却年数とし、リース期間満了時の処分見積価額を残存価額とする定額法によっております。

 

ｂ．ソフトウェア

自社利用のソフトウェアは、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

 

(3)重要な繰延資産の処理方法

社債発行費については支出時に全額費用処理しております。

 

(4)重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率、貸倒懸念債権及び破産更生債権に

ついては財務内容評価法によっております。

②賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見積額のうち、当連結会計年度に対応する負担額を計上しておりま

す。

③役員賞与引当金

役員の賞与の支給に備えるため、当連結会計年度末における支給見込額を計上しております。

 

(5)退職給付に係る会計処理の方法

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、期間定額基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（13年）による

定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（13年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

 

(6)重要な収益及び費用の計上基準

ファイナンス・リース取引に係る売上高及び売上原価の計上基準

リース料を収受すべき時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。

 

(7)重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

当社のヘッジ会計の方法は、当社の一部の資産・負債について、繰延ヘッジ、あるいは特例処理の要件を充

たすものについて金利スワップの特例処理を行っております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ａ．ヘッジ手段

金利スワップ取引及び金利オプション取引、通貨スワップ取引

ｂ．ヘッジ対象

借入金、社債、営業貸付金等

③ヘッジ方針

当社は、長期確定の運用取引であるリース事業が中心であるため、このリース資産購入のために調達する資

金の変動金利支払に対して、金利変動リスクを一定、またはある範囲内に限定するヘッジ目的で、金利スワッ

プ・金利オプション・通貨スワップを利用しております。

④ヘッジ有効性評価の方法

特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。
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⑤その他

当社のデリバティブ取引は、社内規程に基づき厳格に執行・管理されております。デリバティブ取引は経営

管理本部が行っており、社内規程の範囲内で担当執行役員が承認権限を有しております。

デリバティブ取引の取組状況や評価損益・リスク量等については、毎月経営者層で構成されるＡＬＭ委員会

に報告しております。

内部管理体制については、経営管理本部内において執行担当者と事務管理担当者の分離を明確にしておりま

す。事務管理担当者は、取引の都度、執行担当者からの取引報告と契約先から直接送付されてくる明細を照合

し、取引内容の確認を行っております。

 

(8)連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

(9)その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

①未収賃貸債権

新たなリース契約の締結に伴う旧リース物件の合意解約時における債権残高は、未収賃貸債権として表示し

ております。なお、当該債権額は新リース契約の期間にわたって回収されます。

②その他の営業貸付債権及び支払引受債務

その他の営業貸付債権及び支払引受債務は、ファクタリングに係る未収金及び未払金であります。

③消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表への影響はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（連結貸借対照表関係）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

 
前連結会計年度 

（平成28年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成29年３月31日） 

賃貸資産 24,935百万円 28,816百万円 

社用資産 1,542百万円 1,632百万円 

 

※２ リース・割賦販売契約等に基づく預り手形

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

リース債権及びリース投資資産 1,466百万円 1,304百万円

割賦債権 7,143百万円 6,770百万円

 

 ３ 保証債務 

   企業の融資に対する保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

法人１件 12百万円 ６百万円

 

※４ リース債権流動化に伴う劣後信託受益権であります。

 

５ 当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引金融機関22社と当座貸越契約及び貸出コミットメント

契約を締結しております。これらの契約に基づく連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額 138,500百万円 138,500百万円

借入実行残高 －百万円 －百万円

差引額 138,500百万円 138,500百万円
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（連結包括利益計算書関係）

※１  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 64百万円 431百万円

組替調整額 － △27

税効果調整前 64 403

税効果額 △7 △124

その他有価証券評価差額金 56 279

退職給付に係る調整額    

当期発生額 △23 118

組替調整額 4 △6

税効果調整前 △18 112

税効果額 △7 △34

退職給付に係る調整額 △26 77

その他の包括利益合計 30 356

 

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度 
期首株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 31,243,223 － － 31,243,223

合計 31,243,223 － － 31,243,223

自己株式        

普通株式 26,360 165 － 26,525

合計 26,360 165 － 26,525

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加165株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月16日 

定時株主総会
普通株式 858 27.5 平成27年３月31日 平成27年６月17日

平成27年10月22日 

取締役会
普通株式 858 27.5 平成27年９月30日 平成27年12月２日

 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月15日 

定時株主総会
普通株式 858 利益剰余金 27.5 平成28年３月31日 平成28年６月16日
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当連結会計年度（自平成28年４月１日 至平成29年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度 
期首株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 31,243,223 － － 31,243,223

合計 31,243,223 － － 31,243,223

自己株式        

普通株式 26,525 67 － 26,592

合計 26,525 67 － 26,592

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加67株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月15日 

定時株主総会
普通株式 858 27.5 平成28年３月31日 平成28年６月16日

平成28年10月21日 

取締役会
普通株式 936 30.0 平成28年９月30日 平成28年12月２日

 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

次のとおり、決議を予定しております。

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月14日 

定時株主総会
普通株式 936 利益剰余金 30.0 平成29年３月31日 平成29年６月15日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

 

現金及び現金同等物の期末残高は、

連結貸借対照表の現金及び預金と同

額であります。

同左
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対

象となっているものであります。

当社は、お客様の幅広い設備導入ニーズにお応えするための「リース・割賦」事業と、金融面に関する課題解

決にお応えするための「金融サービス」事業に区分管理し、事業活動を展開しております。報告セグメントは

「リース・割賦」「金融サービス」としております。

「リース・割賦」セグメントは、事務用・情報関連機器、医療機器、産業工作機械・計測器等のファイナン

ス・リース、オペレーティング・リース、割賦・クレジット（賃貸取引の満了・中途解約に伴う物件売却等を含

む）を行っております。「金融サービス」セグメントは、法人向け融資・業界特化型融資・住宅ローン・マンシ

ョンローン等の貸付、請求書発行・売掛金回収等の代行サービス、及び介護報酬ファクタリングサービス等を行

っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  リース・割賦 金融サービス 計 

売上高          

外部顧客への売上高 267,300 6,536 273,836 2,042 275,879 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 267,300 6,536 273,836 2,042 275,879 

セグメント利益 14,247 3,316 17,563 226 17,789 

セグメント資産 697,913 119,485 817,399 52,564 869,963 

その他の項目          

減価償却費 7,772 180 7,953 32 7,985 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
10,742 156 10,899 82 10,981 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等

の受託技術サービス及びリコーグループ内での融資、ファクタリング、国内キャッシュ・マネジメン

ト・システムの運営等を含んでおります。
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当連結会計年度（自平成28年４月１日 至平成29年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  リース・割賦 金融サービス 計 

売上高          

外部顧客への売上高 281,894 6,881 288,775 2,340 291,116 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 281,894 6,881 288,775 2,340 291,116 

セグメント利益 14,639 3,320 17,959 232 18,192 

セグメント資産 728,273 133,112 861,386 48,161 909,548 

その他の項目          

減価償却費 8,518 169 8,688 35 8,723 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
10,676 81 10,757 20 10,778 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、計測・校正・機器点検等

の受託技術サービス及びリコーグループ内での融資、ファクタリング、国内キャッシュ・マネジメン

ト・システムの運営等を含んでおります。
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 273,836 288,775

「その他」の区分の売上高 2,042 2,340

連結財務諸表の売上高 275,879 291,116
 

（単位：百万円）
 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 17,563 17,959

「その他」の区分の利益 226 232

全社費用（注） △838 △858

連結財務諸表の営業利益 16,951 17,333

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）
 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 817,399 861,386

「その他」の区分の資産 52,564 48,161 

全社資産（注） 8,562 9,316

連結財務諸表の資産合計 878,526 918,864

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない預金、投資有価証券等であります。

（単位：百万円）

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額（注） 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 7,953 8,688 32 35 28 25 8,014 8,749

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

10,899 10,757 82 20 5 3 10,987 10,781

（注）調整額は社用資産にかかるものであります。
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【関連情報】

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）
 

  リース・割賦 金融サービス その他 合計

外部顧客への売上高 267,300 6,536 2,042 275,879

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。

 

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）
 

  リース・割賦 金融サービス その他 合計

外部顧客への売上高 281,894 6,881 2,340 291,116

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日） 

該当事項はありません。

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日） 

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日） 

該当事項はありません。

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日） 

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日） 

該当事項はありません。

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日） 

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

 
１株当たり純資産額 4,644.38円

１株当たり当期純利益 353.96円
 

 
１株当たり純資産額 4,975.38円

１株当たり当期純利益 377.12円
 

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 11,049 11,772

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
11,049 11,772

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,216 31,216

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,514 3,023 

割賦債権 91,379 105,028 

未収賃貸債権 38,022 38,020 

リース債権 47,716 41,757 

リース投資資産 479,281 496,277 

営業貸付金 128,295 134,472 

その他の営業貸付債権 45,474 47,414 

その他の営業資産 5,043 5,067 

賃貸料等未収入金 5,601 5,351 

前払費用 818 890 

未収収益 83 115 

未収入金 5,069 6,114 

繰延税金資産 1,543 1,105 

その他 12,855 16,795 

貸倒引当金 △8,206 △7,712 

流動資産合計 856,492 893,724 

固定資産    

有形固定資産    

賃貸資産    

賃貸資産 11,531 12,550 

賃貸資産合計 11,531 12,550 

社用資産    

建物 99 83 

車両 29 31 

器具備品 194 267 

社用資産合計 323 382 

有形固定資産合計 11,855 12,932 

無形固定資産    

賃貸資産 63 843 

賃貸資産合計 63 843 

その他の無形固定資産    

ソフトウエア 1,545 1,462 

その他 0 0 

その他の無形固定資産合計 1,545 1,462 

無形固定資産合計 1,608 2,306 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,083 3,849 

関係会社株式 653 653 

破産更生債権等 1,330 1,205 

長期前払費用 517 493 

その他 544 992 

貸倒引当金 △575 △671 

投資その他の資産合計 5,553 6,523 

固定資産合計 19,017 21,763 

資産合計 875,509 915,487 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 1,046 1,057 

買掛金 20,081 24,936 

短期借入金 96,189 45,858 

関係会社短期借入金 27,669 66,955 

1年内償還予定の社債 20,000 30,000 

1年内返済予定の長期借入金 71,888 77,942 

1年内返済予定の関係会社長期借入金 25,000 20,000 

コマーシャル・ペーパー 10,000 － 

支払引受債務 28,651 30,566 

リース債務 117 61 

未払金 2,052 3,077 

未払法人税等 2,552 2,548 

未払費用 499 433 

賃貸料等前受金 3,439 3,509 

預り金 8,773 11,710 

前受収益 56 38 

割賦未実現利益 7,673 9,213 

賞与引当金 644 698 

役員賞与引当金 29 35 

流動負債合計 326,366 328,646 

固定負債    

社債 80,000 90,000 

長期借入金 300,939 336,636 

関係会社長期借入金 20,000 － 

リース債務 246 185 

退職給付引当金 185 251 

受取保証金 3,474 5,363 

繰延税金負債 42 205 

その他の固定負債 223 182 

固定負債合計 405,112 432,824 

負債合計 731,479 761,470 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,896 7,896 

資本剰余金    

資本準備金 10,159 10,159 

その他資本剰余金 0 0 

資本剰余金合計 10,160 10,160 

利益剰余金    

利益準備金 284 284 

その他利益剰余金    

別途積立金 112,045 120,045 

繰越利益剰余金 13,103 14,817 

利益剰余金合計 125,432 135,146 

自己株式 △47 △48 

株主資本合計 143,442 153,156 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 587 860 

評価・換算差額等合計 587 860 

純資産合計 144,029 154,016 

負債純資産合計 875,509 915,487 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 268,315 282,830 

売上原価 239,855 253,409 

売上総利益 28,460 29,421 

販売費及び一般管理費    

支払手数料 2,668 2,736 

従業員給料及び手当 3,444 3,493 

従業員賞与 636 660 

賞与引当金繰入額 644 698 

役員賞与引当金繰入額 29 35 

貸倒引当金繰入額 798 1,102 

減価償却費 704 695 

賃借料 520 513 

その他 2,593 2,725 

販売費及び一般管理費合計 12,040 12,660 

営業利益 16,420 16,760 

営業外収益    

受取配当金 25 33 

投資有価証券売却益 － 30 

その他 38 46 

営業外収益合計 64 111 

営業外費用    

支払利息 12 10 

社債発行費 83 157 

投資事業組合運用損 32 31 

その他 16 33 

営業外費用合計 144 232 

経常利益 16,340 16,638 

税引前当期純利益 16,340 16,638 

法人税、住民税及び事業税 4,296 4,650 

法人税等調整額 1,220 478 

法人税等合計 5,516 5,129 

当期純利益 10,823 11,509 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

              （単位：百万円） 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  
資本準備
金 

その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計   

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 7,896 10,159 0 10,160 284 104,045 11,997 116,326 

当期変動額                 

別途積立金の積立           8,000 △8,000 － 

剰余金の配当             △1,716 △1,716 

当期純利益             10,823 10,823 

自己株式の取得                 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）                 

当期変動額合計 － － － － － 8,000 1,106 9,106 

当期末残高 7,896 10,159 0 10,160 284 112,045 13,103 125,432 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 

  自己株式 株主資本
合計 

その他有価
証券評価差
額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △47 134,336 530 530 134,866 

当期変動額           

別途積立金の積立   －     － 

剰余金の配当   △1,716     △1,716 

当期純利益   10,823     10,823 

自己株式の取得 △0 △0     △0 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）     56 56 56 

当期変動額合計 △0 9,105 56 56 9,162 

当期末残高 △47 143,442 587 587 144,029 
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当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

              （単位：百万円） 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  
資本準備
金 

その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計   

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 7,896 10,159 0 10,160 284 112,045 13,103 125,432 

当期変動額                 

別途積立金の積立           8,000 △8,000   

剰余金の配当             △1,794 △1,794 

当期純利益             11,509 11,509 

自己株式の取得                 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）                 

当期変動額合計           8,000 1,714 9,714 

当期末残高 7,896 10,159 0 10,160 284 120,045 14,817 135,146 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 

  自己株式 
株主資本
合計 

その他有価
証券評価差
額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △47 143,442 587 587 144,029 

当期変動額           

別途積立金の積立           

剰余金の配当   △1,794     △1,794 

当期純利益   11,509     11,509 

自己株式の取得 △0 △0     △0 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）     273 273 273 

当期変動額合計 △0 9,714 273 273 9,987 

当期末残高 △48 153,156 860 860 154,016 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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